３～６年　創作　　　　　　　　　　　　　　
１．学習のねらい

　　題材から想い浮かぶイメージを即興で踊ったり,グループでイメージを広げたりして簡単な作品作りをして楽しむ。
２．学習のみちすじ　(3年「モチモチの木」の例)

ねらい①  「モチモチの木」のイメージや気持ちを一人で即興で踊ることを楽しむ。

ねらい②  踊りたい「モチモチの木」のイメージを広め，一人で踊ることを楽しむ。

ねらい③  踊りたい「モチモチの木」ごとのグループでイメージを広め，イメージに合った動きを工夫し，簡単な作品を作って踊ることを楽しむ。

３．学習計画
	１
	２
	３
	４
	５
	６
	７
	８
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４．１時間の使い方
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	学習の振り返り

後片付け


５．学習の場　　　　　　　　　　　　　（体育館）
[image: image2.emf]

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆イメージ別グループで踊る。
６．準備物

　　・ラジカセ

　　・学習資料（イメージを浮かべる手立てとなるもの）

　　　（例）写真・ビデオなど

　　　　　　情景や気持ちがイメージしやすい文や詩

　　・学習ノート（学習計画・学習のみちすじ・学習をするための約束・学習の記録・イメージが浮かびやすい場面や言葉の例・自己評価などを，Ｂ４程度のプリントにまとめノートにしておくと，子どもたちは自発的に学習を進めることができる。
表現－４【創作－３～６年－①】

７．単元に入る前に
　　・学習資料の準備―学習ノートの作成
　　・テーマの選定―子どもの感動体験を大切にする。

　　　　　　　　　　心の内に秘めている願いや思いを大切にする。

　　　　　　　　　（例）動植物の観察や飼育体験

　　　　　　　　　　　　国語科で学習した物語文・詩・短歌など

　　　　　　低学年…「たんぽぽのちえ」「ひらがなのおどり」「虫の一生」「スイミー」

　　　　　　中学年…「モチモチの木」「手ぶくろを買いに」「あおぞら」

　　　　　　高学年…「やまなし」「不思議な花」「雑草」

８．「はじめ」の時間の指導

　　①学習の見通しをもたせる。

　　　・何時間するのか。（単元計画）

　　　・４５分をどのように使うのか。

　　　・どんな学習をするのか。

　　　　　創作ダンスの特性について話す。

　　　　　（特性＝イメージを広めたり深めたりして，イメージに合った動きを工夫し，気持ちをこめて踊ることが楽しい運動）
　②準備と後片付け
　　　・準備やあとかたづけの仕方を知らせる。

　　　・役割分担を知らせる。

　　③楽しく学習するための約束を話す

　　　　（例）
　　④学習記録の書き方を説明する

　　　　　　＜イメージ＞　　　　＜動きの言葉＞　　　　　　　＜動　　き＞


　　　　　　　　　　　　　　→　　　　　　　　　→

　　　　　　　　　　　　　　→　　　　　　　　　→
　　　　　　　　＊イメージをひとまとまりの『動きの言葉』で表すと，

ダンス（踊り）につながることを話す。

表現－５【創作－３～６年－②】

９．「なか」の時間（ねらい①・②）の指導

　　①全体への指導
　　　◆特性にふれさせるために

　　　・おへそを意識させる。
　　　　　学習のはじめに「おへそを意識し，おへそから伸びたり縮んだりする動き」を入れることにより，陶酔感を味わわせる。
　　　・即興で踊る
　　　　　あれこれ考えずに，感じたままを即興で踊ることにより，イメージの世界に浸れるようにする。

　　　・２～３回繰り返して踊ったり，アクセントをつけたりすることにより，より気持ちがこめられるようにする。

　　　◆一人一人のよさを見つけ，ほめ認めることで意欲付けをする。

　　　◆体育館の中が真剣な学習の雰囲気になると，イメージの世界に浸って気持ちをこめて踊りやすくなることを知らせる。

　　　◆何回も踊りこむことによって，虚構の世界に入れることを知らせる。
　　　◆自分のイメージの世界に浸ることを保証するために，動きの指導はできるだけ控える。

　　　◆すぐに踊りださなくても，教師はゆとりをもって待つようし，できるだけ助言は控える。

　　②個への指導

　　　（例）
10．「なか」の時間（ねらい③）の指導　

　　①グループについて
　　　ねらい③（イメージごとのグループで簡単な作品を作って踊ることを楽しむ学習）に入るまでに，心が通い合ったグループになるよう，人間関係を考慮して，イメージごとのグループつくりをしておく。
　　②役割分担について
　　　みんなの力で学習が深まるよう，次のような役割を分担しておく。

（例）　・話し合いをすすめる係　　・記録係　　・伴奏を工夫する係　

　　　　　　　・交渉係（他のグループと踊りを見せ合うときなど，話をして交渉する。）
　　③その他の指導

　　　◆学習がスムーズに進むよう，話し合いの時間を十分にとる。
　　　◆グループ内やグループ間での相互評価が自発的にできるようにする。

　　　　・自分たちのグループの踊りを順番に代わり合って見る。

　　　　・他のグループの踊りを見る。

　　　◆グループの踊りのイメージに合った伴奏を自分たちで作ってもよいことを知らせる。

　　　◆１つのイメージを，同じ動きでそろえて踊ることも効果的であることを知らせる。
　
表現－６【創作－３～６年－③】

　　　◆グループでの作品の作り方を具体的な例を挙げながら知らせる。

　
　　　　　　　ポーズ　　→　　イメージ１　　→　　イメージ２～５　　→　　ポーズ　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
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ことである。

テーマ

「雪」

◆なぜ，一番訴えたいのかという理由をはっきりさせておく

。

様子気持ち

こと

・ふわふわと舞い落ちる・きれいだなぁ

・雪が反射する・気持ちいいなぁ

・どんどん積もる・冷たいなぁ

・サラサラと落ちる・静かだなぁ

・しんしんふる・さみしそうだなぁ

・真っ白い景色がどこ・遊びたいなぁ

までも続く・寒いなぁ

「昼の木」
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テーマ

(モチモチの木より)

様子気持ち

・光る実・楽しい・どんどんのびる・みんなで力を合わせていく

・大きい木・うれしい・ふまれても負けずのびる・負けるものか

・実を落とす木・おいしそうだなぁ・切られてもたえずのびる・苦しいけれどがんばろう

・一歩ずつ一歩ずつ

◆学習経験の浅い子ども達は，イメージを広めやすい題材

の選択が望ましいと考えている。
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11．「まとめ」の時間の指導

　　①次のような視点で学習（単元）を振り返り，みんなと楽しくダンスの学習ができた要因に目を向け，工夫やその大切さを理解できるようにする。

　　　・楽しく踊れたか。　　・のり方を工夫できたか。　　・グループで仲よく学習できたか。

　　　・資料を学習に生かせたか。　　・友達の工夫を見つけ，よさを認め合うことができたか。

　　　　など

　　②振り返ったことを交流したり，学習ノートに書き込んだりする。

12．参考資料
　　・体育実技講座冊子

　　・Ｗｅｂページ（「京都市小学校体育研究会」で検索してください。）
表現－７【創作－３～６年－④】
イメージが浮かばない子に


　・国語の教科書などを手がかりにして，一緒に想像する。


はずかしくて踊れない子に


　・「友達が見えない方向に向いて踊ろう。」と声かけする。


どう動いてよいか分からない子に


　・「友達の踊りを参考にしよう。」と声かけする。





イメージの世界に浸って踊るために








ラジカセ





ラジカセ





・ふざけない


・はずかしがらない


・冷やかさない


・笑わない　　など





強くて大きい





こわい





ムクムクムク


ドッカーン





ムクムクムク


ドッカーン





だんだん大きくなって体全体を大きく広げてとぶ。





手を思い切りふって走り，止ってジタバタする。





グループで簡単な作品を作っておどることを


楽しむために





★１つのイメージについて，個人の動きを２～３回繰り返して踊れたら止まる。


★最後の子が止まったら係の子が合図する。








_1172923992.unknown

